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村健介. 顎顔面部への侵害刺激による吻側延髄腹内側

部(RVM)の興奮性は繰り返しストレスによって変化す

る。三叉神経系領域の感覚－運動統合機構研究会、軽

井沢、2019年 11月 30日   

２）岡本圭一郎 

第 24回うま味研究助成成果発表会 
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